
＜投影情報＞

投影期間：2016 年 7月16日（土）～ 9月25日（日）

投影時間：午前11時～、午後2時～　※8月以降の第 2第 4土曜日午前11時の回は別内容となります

観   覧  料：200 円（18 歳未満 65歳以上無料）

寄贈品コーナー寄贈品コーナー 「平塚空襲展」「平塚空襲展」
会期：7月 16日（土）～8月 21日（日）

　1945 年 7月16日午後11時 30 分ころから約100 分間、平塚

市はB29 爆撃機133 機による空襲を受けました。

　この空襲による被害は平塚市のみならず、茅ヶ崎市・大磯町・

二宮町・小田原市にも及び、328 名以上の方が亡くなりました。

　71年目の空襲の日から始まる本展示では、被災直後の平塚市

のまちの様子を写した米軍の撮影の写真や、空襲体験者自身によ

る空襲体験絵画、平塚に投下された焼夷弾などを展示いたします。

　平塚空襲は風化させてはならないまちの記憶です。本展示を戦

争と平和を考えるきっかけにしていただければ幸いです。

　2016年は童話作家・宮澤賢治の生誕120周年。平塚市は賢治の故郷・

岩手県花巻市と友好都市の関係にあり、今年1月には花巻市から平塚

市へ宮澤賢治が愛したと言われるバラ 「グルス・アン・テプリッツ」 が贈ら

れました。宮澤賢治の作品がお好きな方も多いのではないでしょうか？

　彼の作品には、様々な天体が登場します。それらは賢治独自の視点によっ

て生命を与えられ、 独特の世界観を生み出しています。 そんな宮澤賢治が

童話の中に綴った星たちの世界をご紹介します。

空襲直後の平塚市街

　平塚の街は七夕まつりの真っ最中です。言わずと知れた「星
まつり」ということで、お祭りを見に行く前に、プラネタリウム
で、おりひめ、ひこぼしをしっかり見ておきましょう。他に、平
塚の七夕まつりのはじまりとか、七夕は雨が降った方がいいとか
（！？）、おりひめさまの御守を売っている神社とか、ちょっとびっ
くりな七夕の話がいっぱい。
　投影日：7月9日（土）
　時　間：午後 3時 30 分
　観覧料：200 円（18歳未満・65歳以上無料）
　定　員：70人

　館長の星空解説「いつもの星空」

あれもこれも、 七夕★あああれれれもももこここれれれももも、、 七七七夕夕★★★
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